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アルゴン雰囲気中で液面上放電プラズマを発生させ、DBP 溶液および模擬廃液中の DBP 分解を行った。そ

の結果、DBP 溶液において 9 時間の放電処理によりほぼ全ての DBP が分解されることがわかった。 
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1. 緒言 

 使用済み核燃料の再処理過程において生成されるリン酸ジブチル(DBP)は、高レベル放射性廃液のガラス

固化プロセスにおいて、配管閉塞や発泡による溶融炉の不安定化などの悪影響をもたらすことから、その分

解除去法の確立が求められている。液面上で発生するパルス放電を用いた汚水処理では、放電プラズマによ

って直接高濃度の化学的活性種を生成し、高濃度の有機化合物を選択性無く分解処理が可能であり、酸化反

応場をプラズマ近傍に局所化できるなどの利点がある[1]。本研究では、再処理プラントの廃液を想定した DBP

を含む模擬廃液に対し、液面上パルス放電による処理を行い、DBP の分解処理を試みた。 

2. 実験方法 

 放電リアクタ[2]は、アルゴンを注入した 30 mL ガラスバイアル瓶に、タングステン線とステンレス線がそ

れぞれ入ったガラス管を挿入し構築した。ステンレス線は液中に浸漬させ接地し、タングステン線にパルス

高電圧を印加することで、液面上でパルス放電を発生させた。試料には、NaOH を添加し pH を 11 に調整し

た DBP 溶液、再処理廃液を模擬するため炭酸ナトリウム、硝酸ナトリウムを 1 M の濃度で含めた溶液、さら

に亜硝酸ナトリウムを 1 M 含めた溶液をそれぞれ用いた。全ての試料の DBP 濃度は 23.8 mM である。 

3. 実験結果 

放電時間の増加とともに DBP 濃度は減少し、9 時間の処理によってほぼ全ての DBP が分解除去された。分

解生成物として、リン酸モノブチルやリン酸が検出された。模擬アルカリ廃液の処理を行ったところ、同様

に液中の DBP を分解することが可能であることを確認した。 

4. 結論 

本研究では、アルゴン雰囲気中で液面上パルス放電を発生させ、DBP 溶液中ならびに模擬廃水中の DBP 分

解について検討した。DBP 溶液中では、9 時間の放電処理によってほぼ全ての DBP が分解された。また、高

導電性の模擬アルカリ廃液においても DBP の分解が可能であることを確認した。 

 

本報告は経済産業省資源エネルギー庁「令和 4 年度放射性廃棄物の減容化に向けたガラス固化技術の基盤研究事業」の成

果の一部である。 
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